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はきものをそろえると 心もそろう
校長 中村 直行

この詩は、長野県にある円

福寺というお寺の和尚さんだ

った藤本幸邦さんの詩です。

藤本さんは終戦後、親を亡く

した子どもたちを自分のお寺

で育てました。最初は３人か

らはじめだんだんに増えて、

３０人くらい預かるようになったある日、玄関を見

ると脱ぎ捨てられた靴が折り重なったり、ばらばら

になっていたそうです。そこで藤本さんは子どもた

ちを集めて、｢履き物をほっぽらかしておくと、ま

た戦争になるぞ｣と話したそうです。このことがき

っかけでこの詩が作られたそうです。

この詩から藤本さんが伝えたかったことは、自分の靴を揃えずに脱ぎっぱなしにするとい

う行為は、他の人がどのような気持ちになるかを全く考えていないことを表している。自分

さえよければいいという、自分勝手な行動であると考えることができます。反対に、自分の

靴を揃えることのできる人は、ほかの人の気持ちを考えられる人です。そういう人は、ほか

の人が乱した靴も黙って揃えてあげることのできる人です。

このように一人一人が自分のことを落ち着いて見つめたり考えながら行動することは、と

ても大切なことだと思います。ほかの人のことに考えを巡らせるようになると、お互いに気

持ちのよい生活が送れるようになり、争いごともなくなると思います。

一人一人が自分の行動を振り返り、他人の気持ちを考えることにより、いじめなどなくな

ると思います。子どもたちには周りの人の気持ちを考えられるようになってほしいと願いま

す。

教育雑誌に右の文が掲載さ

れていましたので、紹介しま

す。この文は家庭・学校・地

域の三者が、それぞれの立場

で子育ての責任を相応に分担

し、社会全体で優しく時には

厳しく、子どもの心を育む必

要があると伝えています。

子どもの心に、家庭も学校も故郷も、よき「ふる

さと」を提供するのは、私たち大人の責務と言える

と思います。保護者、地域の皆様のご協力をお願い

いたします。
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今年度の重点教育目標

『主体的に学び合い

新しい自分へ
挑戦する子の育成』



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １０月21日（土）に学習発表会（一般公開日）を実施しました。3年ぶりに入場制限なしの開催となり、

保護者や祖父母、地域の皆様など、たくさんの方にご観覧いただけたことを本当にうれしく思います。久々

にたくさんの方の前で発表する子どもたちは、「たくさん見ている～。」「緊張する～。」と言いながら

も、出演後、やり切った晴れ晴れとした素敵な笑顔でした。たくさんの拍手をいただける「リアル」な学習

発表会は、やはりいいものですね。子どもたちは，大きな達成感を味わうことができました。   

これからも仲間を「認め合い、励まし合い、支え合う」心を大切にしながら、仲間と共に成長する子ども

たちに育てていきます。 

神居中学校区小中連携「アウトメディアチャレンジ」 
 神居中、神居小、富沢小、台場小4校で、11月7日(火)
に「アウトメディアチャレンジ」に取り組みます。 
 この取組は、電子メディアとの長時間の接触を見直し、
家庭学習習慣や読書週間の定着を図ったり、家族団らんの
時間を大切にしたりすることを目的としてい 
ます。この取組をきっかけとして、家庭と連 
携しながら望ましい生活習慣の定着を推進し 
ていきます。 
 

 
 
１１月から「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャン
ペーン」（こども家庭庁）が始まります。家庭や学校、地
域等の社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心
と理解を得ることができるよう目指す取組です。またオレ
ンジリボンは子供虐待防止シンボルマークになっていま
す。本校職員もオレンジリボンを付け児童虐待防止を呼び
掛けます。 

《生活目標》ルールを守って生活しよう 
《保健目標》しせいをよくしよう 
《給食目標》感謝して食べよう 

５年「It’s a small world」 1年「キラキラにじいろ１ねんせい！」 ２年「お手紙」 

３年「つたえよう 楽しい学校生活」 ４年「きっと明日はいい天気」 ６年「『歩』いつもここに友がいる」 

 
  

 
９月２８日(木)にヴォレアス北海道 

の選手が「キッズパスプロジェクト」 
のＰＲのため来校しました。軽やかで 
正確なパスや強烈なアタックを目の当 
当たりにした子どもたちは，一瞬にし 
てバレーボールの魅力に取りつかれた 
ようでした。 

日 曜 11月の行事予定

1 水
B日課　安全点検　街頭指導　児童教育
相談⑤　幼保小連携１年　読書週間・読
書祭り～１１／１０

2 木 児童教育相談⑥

6 月
B日課　朝会　保護者教育相談①
生活リズムチェックシート・ステップ
アップ取組週間

7 火
B日課　保護者教育相談②
小中連携事業「アウトメディアチャレン
ジ」の日

8 水 B日課　牛乳パック回収日

9 木
B日課　保護者教育相談③
スクールカウンセラーによる教育相談日

10 金 B日課　保護者教育相談④

13 月 B日課　保護者教育相談⑤

14 火 B日課　保護者教育相談⑥

15 水 B日課　学校納入費振替日　３年社会見学

16 木 委員会⑦

17 金 職員会議

20 月 クラブ⑦

21 火
B日課　就学時健康診断
１年４時間授業

22 水
B日課　５年世代間交流学習
スクールカウンセラーによる教育相談日

24 金 研修日

28 火 B日課　定例生徒指導交流

29 水 B日課　


